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長谷川路1]‘議!捺俊!Mi.{ti!主宰犬，京総紀子.
大芥真…域的 憾，選手原 奈良ぜ

符 j~{ :・11 宇1.の小締結婚切絵{刊を臨tt: 1ï持 lW~{:がj に総長ずした.
対象・方法， 1990 年から 1998年末までの9年間iこ行なわ
れたJJ~ì 小説11抱繊切除例は 13 憾で，そのうちは例 (A '1fT') 
を対象に検討し、以前;ニ後お・発表{腕:J&¥v仁11. 29. 
665 -670， 1989) した75年から8711とまでの切ii主{S'IJ9例
(8若手) との比較を行なった‘ 主主染:]¥岩下で到な前小議Il抱強
の診断が倣:定していたのは3~)J. 9伊jでは術rf:1又i手術後に
診断が百五定した.臨時三病黙と比較して総J'H学的病Jnjが上が
った例が3併‘同じ簡が6例， トがった例が2例，不il手i例
であった.死亡が確認された捺例は1{r~以内に死亡してい
た.4例 (36%)で5年以上の生存が線認されており， 2 
年生存率 5，1，%であった.子諮問連死亡は1~~かった.日 lìf
では手術開迷死亡は2;:札蹴球病期と総額学的病j拐の比較
で病問のあがった抜併が5ftlJ，不変が3問、病mJが下がっ
た拡併が11刊であった.考案 :A苦手での ITIAJ鰐を含むIJ、
細胞機乎WI例は5年生千五率36%であった.J忍術;焼死亡例も
お群の2例に討してA若手は1ET:::例は無かった.当日は小説11
ぬ織の内科iti#，長f9yの生存惑も合わせて提訴し小説n純益jの外
科jZI捺の是非について議議したい.
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